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概要 
われわれは日常生活の中で固定観念に縛られること
により，新しい観点から物事を思考できないという経
験をすることがある．そこで本研究では，人間が持つ思
考の偏りや固着から抜け出す支援を行うことを目的と
して，大規模言語モデルを用いた対話ロボットのシス
テム開発を行った．具体的には，対話ロボットがユーザ
の悩みを聞いた上で，4種類の発話方略に従って回答を
生成するシステムである．どの発話方略がユーザの思
考の固着を改善するかについて検討を行う． 
 
キーワード：対話ロボット, 思考の固着，大規模言語モ
デル 

1. はじめに 

われわれは日常生活において固定観念に縛られるた

めに新しい観点から思考できないことを経験すること

がある[1]．これは思考の固着と呼ばれる．特に，特定
の悩み事がある場合，思考の固着にとらわれることで，

思考が極端に偏ったり，固着した思考から抜け出せな

くなるという問題が生じる．このような固着的な思考

が繰り返されることによって，われわれのウェルビー

イングは大きく低下する． 
具体的には，自分が持っている考えが絶対であると

いう意識を持つことで，視野が狭くなり，柔軟な思考が

出来なくなる．その結果，実際にはより良い機会を得る

可能性が存在するのにも関わらず，そのような機会を

逃すことに繋がる． 
このような思考の固着を改善させる取り組みは，こ

れまで人間のカウンセラーが主に行ってきた．しかし，

人間のカウンセラー相手だと委縮してしまったり，相

談を躊躇してしまうことが報告されている．このよう

な問題を解決するため，近年ロボットカウンセラーの

可能性に注目が集まっている．例えば先行研究におい

て，ネガティブな自己に関する話題に関して人間相手

よりもロボット相手に話をすることを好む傾向にある

ことが報告されている[2]．特に近年，大規模言語モデ

ルの発展により，対話ロボットが人間の考え方を柔軟

に変える発言を行うことが容易になり，人間の発話に

応じて，ロボットに様々な発話を柔軟にさせることが

可能になってきた．一方，どのような発話方略に従って

ロボットに発話させると，人間の固着的思考が緩和す

るのかについてはまだ殆ど分かっていない． 
そこで本研究では，人間が持つ思考の偏りや固着か

ら抜け出す支援を行うことを目的とし，大規模言語モ

デルを用いた対話ロボットのシステム開発を行う．特

にロボットに用いる大規模言語モデルのプロンプトを

探索的に検証することで，ユーザの思考の固着を改善

するロボットの発話方略を設計することを目指す． 

2. ユーザの悩みに対する対話ロボットの
発話方略 

大規模言語モデルを用いて自由に対話可能なコミュ

ニケーションロボットが，ユーザの悩んでいることを

尋ねた上で，下記の 4 種類の方略に従って返答を生成
する．これらの方略は，プロンプトによってロボットの

発話に反映させた． 
 
方略 A：ユーザから聞いた悩みを肯定的な思考に変

換した回答を生成する 
方略 B：ユーザから聞いた悩みとは別の楽しい回答

を生成する 
方略 C：ユーザから聞いた悩みに共感した回答を生

成する 
方略 D：ユーザから聞いた悩みの具体的な解決策を

回答として生成する． 
 
下記は，「自分の将来の進路がみえなくて不安で辛い」

という悩みに対して，OpenAI 社が提供する大規模言語

モデルであるGPT-4turboを用いて生成した各方略の回
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答例（表１）である． 
 
表１ 「自分の将来の進路がみえなくて不安で 

辛い」という質問に対する回答例 

 

3. 対話ロボットの発話の流れ 

ユーザの返答に応じて行う対話ロボットの発話の流

れについて，図 1 のフロー図を参考に，システム開発

を行った．ロボットはユーザの名前を尋ねた後，簡単な

自己紹介を行い，その後にユーザの悩みを尋ねる，とい

う形で会話を行った．ユーザの悩みについては，人間と

ユーザの発話が 3 往復するまで繰り返させた． 
 

 
図 1 対話ロボットのシステムのフロー図 

4. 対面での人間とロボットの会話調査 

20 代男女一名ずつが調査参加者として，4 つの対話
方略それぞれで返答を返すロボットと会話を行った

（図 2）．それぞれの参加者は，方略の数である 4回，
ロボットと会話を行ったが，毎回同じ悩みをロボット

に話すように教示された． 
会話風景はビデオで撮影して，参加者とロボットの

会話ログを取得した．また 4 回の会話後に参加者に簡

単なインタビューを行い，どの方略の回答が一番良か

ったのかを選択式で尋ねた．結果として，男性の参加者

は，方略C（共感）が最も良い回答であったと報告し，

女性の参加者は方略 D（解決策）を最も良い回答であ

ったと報告した． 
 

 

図 2 ロボット対話調査の様子 

5. オンラインアンケート調査 

対面調査の参加者とロボットの会話ログにもとづき，

ロボットの会話方略の印象について回答するオンライ

ンアンケート調査を実施した．具体的には，悩みとそれ

に対する発話方略AからDを提示し，どの発話方略が

「適切なアドバイスか」，「解決に導くアドバイスか」，

「優しいアドバイスか」という設問それぞれに対して，

強制選択法で参加者に回答をしてもらった． 
 22 名の成人男女参加者がオンラインアンケート調査

に参加した．2 名分の悩みと回答の結果を合わせて，そ

れぞれの方略がどのような印象を与えるのかを割合に

よって示した（図 3）． 
 

 
図３．三つの設問それぞれに該当する方略の割合 

 
結果として，「適切なアドバイス」と判断される傾向

が強いのは方略D（解決策）であったのに対して，「優

しいアドバイス」と判断される傾向が強かったのは方

略C（共感）であった．一方，他の二つの設問では殆ど

選択されなかった方略 Aや方略 Bも，「相談者の行動

進路に迷ったら，⼀旦息抜きはどうですか？お気に⼊りの映画を
観るなど，リラックスする時間も⼤切ですよ！

将来のことは誰でも不安になるものです．あなたが感じている
その気持ちは，とても⾃然なことです

将来に不安を感じる時は，キャリアカウンセリングを受けてみる
のも⼀つの⽅法です．プロのアドバイスが役⽴つかもしれませんね

⽅略A

⽅略B

⽅略C

⽅略D

将来の進路が⾒えないと感じるのは，無限の可能性がある証拠です
ね．新しいチャンスを探る絶好の機会かもしれませんよ

回答例

挨拶
簡単な質問

こんにちは

悩みを尋ねる簡単な質問
への返答

⽅略Aの提案

⽅略Bの提案

⽅略Cの提案

⽅略Dの提案

悩みを教え
てね

今⽇は
ありがとう

締めの挨拶

また話そ
うね

お名前を教え
てください

2024年度日本認知科学会第41回大会 P-2-51A

562



に影響するアドバイス」とは評価される傾向がみられ

た．これはユーザの行動を変容する（固着思考を緩和す

る）ためには，必ずしも共感や具体的な解決策の提示が

必要ないことを示唆するデータである． 

6. まとめ 

本研究では人間が持つ思考の偏りや固着から抜け出

す支援を行うことを目的として，大規模言語モデルを

用いた対話ロボットのシステム開発を行った．具体的

には，対話ロボットがユーザの悩みを聞いた上で，4種
類の発話方略に従って回答を生成するというシステム

である． 
適切な発話方略を評価するために，実際のユーザと

ロボットの方略ごとの会話ログに対する印象をオンラ

インアンケートで調査したところ，方略ごとの回答に

応じて，異なる印象を感じさせることが分かった． 
ただしロボットのどのようなアドバイスが良いのか

については，大きな個人差があることが想定される．今

後は，ユーザの性格傾向と，ロボットのアドバイスに好

む発話方略の間の関係について調査を進めていきたい

と考えている． 
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